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太陽光発電技術への期待
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第１狸シンポジウム『瞬究瀧蕊の蕊繍』
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平成２２年４月、東京理科大学・総合研究機構の中に、新たに太陽光発電研究部？弓が発足しました‘

このたび、第１回シンポジウムとして太陽光発電研究部門の研究内容をご紹介いたします。

また、特別講演としてＮＥＤＯ新エネ部太陽電池グループ主任研究員の山本将道様をお迎えいたしました。

多くの皆様のご来場をお待ちしております。
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露環境低負荷材料による

固体素子形太陽熱発電の開発
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秋葉原ビル 同 時
ア２０１１ (火）

JR秋葉原駅

１３鰭００分～１７鱈５０分富士ソフト
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開会の挨拶と部門紹介

部門長荒川裕訓高性

②13:10~１３:3ｏ
ウエットプロセス法による

CIS薄膜の作製の開発 砲鼠
③13:35~13:５
薄膜化合物系太陽電池の

簡便な作製プロセス 農 科
睦

織鰯Ji鳥
＝

随１５:10~'5:3ｏ 休憩

驚蝋曇蟻特別講演

ⅢED○讃ﾚギ蕊j瀧議掻聴
副部門長谷内利明

画１８goo~２０:CＯ

会二場麹 秋葉原コンベンションホール
〒１０１－００２１

東京都千代田区外神田1-18-13秋葉原ダイビル２階

参狐費／
無料(定員'50名）

御申込到ｊＨ＞電話で御申込:垂04-7124-1501億羅冒･so扇霊譲鋳蒙’
レメールで御申込：Solar＠rs､nodaotusoacjp



有機薄膜太陽電池用修飾フラーレン

（田島）
高性能色素増感太陽電池
（荒川・小淫）

東京蕊綱大学総合研究機構
TbkyoUniversityofScience,ResearchlnstitutefOrScienceandTechnology

太露光発電棚究認門
PhotovoItaicScienceandTEchnoIogyResearchDivision

ナノ結晶Ｓｉ/ZnＯ接合

（超）

お問い合わせ：Ｓｏｌａｒ＠ｒｓ・ｎｏｄａｏｔｕｓ､ａｃＪｐ

､部門設立の背景と圏胸

可視

光

宇宙利用太陽電池

（木村・杉山）

２１世紀の人類にとって最大の課題である地球温暖化問題の解決には、エネルギー供給形態を化石エネルギーから太陽エネルギー

を中心とする再生可能エネルギーへ大幅にシフトさせることが求められています。中でも太陽光発電技術は、最も期待されており、

ここ数年の世界における太陽電池の生産量は飛躍的に伸びています。また、安価で高性能な太陽電池の開発や研究が産業界のみ

ならず大学や公立研究機関においても強く求められています。

このような背景の下、東京理科大学においても太陽光発電関連研究の活性化を図り、国内外にその成果を発信し、地球温暖化問

題の解決に貢献することを目的として本研究部門はＨ２２年４月に設立されました。

ﾛメンバーのIiNf究分野

本研究部門は表に示すように太陽電池デバイスを研究するグループと太陽電池を効率的に使用するたﾒﾝバｰの研究分野

部門長荒川裕則

めの太陽光発電システムを研究するグループから成っております。

太陽電池グループでは、ナﾉ結晶シリコン（Si）太陽電池、ＣＩＧＳ太陽電池、ＳｎＳ太陽電池、色素

増感太陽電池、有機薄膜太陽電池とマグネシウム・シリサイド（Mg2Si）からなる太陽熱発電の研

究において優れた研究開発を目指します。一方、太陽光発電システムグループでは、未来型太陽光

発電システムのひとつである３次元太陽光発電モジュールや太陽電池の宇宙システムへの応用、シ

ステムの高信頼性・長寿命化の研究開発において独創的な研究開発を目指します。

ｍｏｎｌｙｏｎｅを鳳縮す融合研究

上述した研究内容のほかに本研究部門ならではのＯｎｌｙｏｎｅの研究にもチャレンジします。この融合

研究こそが、他の太陽光発電研究機関には無い、東京理科大学・太陽光発電研究部門の独特の研

究であると言えます。太陽光発電研究部門の研究内容を図に示します。

太陽光発電研究部門の研究内容

鐘東京理献学

(太陽エネルギーの最大利用）

高効率太陽光発電システム

（谷内・平田）

太陽電池

|宇宙線’

樹木型太陽光発電モジュール

のフィボナッチ数列による構成

太陽甑池薄膜の構造
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有機・無機複合太陽電池
（杉山・荒川。田島）

〒２７８－８５１０干葉県野田市山崎２６４１

東京理科大学総合研究機構太陽光発電研究部門

太陽熱発電

（飯田）
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ガラス基板

太陽電池デバイス

越新為

飯田努

安藤静敏

杉山睦

荒』『裕則

小濯弘宜

田島右副

太陽光発電システム毒

谷内利明

木村真一

平田陽一

ナﾉ結晶-Si太陽電池、ナﾉ結晶-Si/画１０結合

マグネシウムｼﾘｻｲﾄ゙ （Mg2Si）太陽熱発電

ＣｉＧＳ・ＳｎＳ太陽電池

ＣｉＧＳ・ＳｎＳ太陽電池

色素増感太陽電池、SoIar：Iydrogen

色素増感太陽砥池

有機薄膜太陽躍池

３次元太陽光発電ﾓ号ジュール

太陽電池の宇宙システムへの応用

システムの高信嬢性,長寿命化
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